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< ガンマ分布・指数分布 >

< ガンマ分布 >
定数 α，β > 0に対し

p(x) =
1

Γ (α)βα
xα−1e−

x
β ( x > 0 )

を密度とする確率分布をガンマ分布 Gamma(α，β)という。

αは形の母数，βは尺度母数といわれる。特にGamma(α，1)は形の母数αの標準ガ

ンマ分布という。Gamma(α，β)の平均と分散はZ ∞
0

x · 1

Γ (α)βα
xα−1e−

x
β dx = αβ (平均)，

Z ∞
0

(x− αβ)2 · 1

Γ (α)βα
xα−1e−

x
β dx = αβ2 (分散)

となる。

定理6 X1，X2 がそれぞれ Gamma(α1，β)，

Gamma(α2，β) に従う確率変数で X1

と X2 が独立ならば，和 X1 + X2 は

Gamma(α1 + α2，β)に従う。

<指数分布> α = 1のガンマ分布を指数分布という。その密度は

p(x) =
1

β
e−

x
β ( x > 0 )

である。平均は β，分散は β2である。

例 ポアソン分布の例のタクシーの場合，空

のタクシーが平均 1時間に λ台通ると

き，1台の空タクシーが通りすぎた後で，

次のタクシーが通るまでの時間を ξ とすると

P (ξ < s) =

Z s

0

λe−λxdx ( β =
1

λ
の指数分布 )

となる。この理由はポアソン過程の項で詳しく説明する。


